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地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

※ 点線は「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震域を表す 

ａ）１月中に、「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」の余震域内では、M5.0 以上の地

震が 10 回発生した。また、最大震度４以上を観測した地震が６回発生した。 

以下のｂ）、ｄ）～ｉ）の地震活動は、この余震域内で発生した。 

ｂ）福島県浜通りから茨城県北部にかけての地殻内では、2011 年３月 11 日以降、地震活動が活

発になっている。１月は、５日に福島県中通りで M4.2 の地震（最大震度４）が発生した。 

ｃ）福島県会津から山形県置賜地方にかけての地殻内では、2011 年３月 18 日からまとまった地

震活動が見られている。１月末現在、地震活動は継続している。 

ｄ）１月９日に岩手県沖で M5.1 の地震（最大震度３）が発生した。 

ｅ）１月 12 日に福島県沖で M5.9 の地震（最大震度４）が発生した。この付近では 28 日にも茨

城県沖で M4.7 の地震（最大震度４）が発生した。 

ｆ）１月 12 日に宮城県沖で M5.5 の地震（最大震度３）が発生した。 

ｇ）１月 23 日に福島県沖で M5.1 の地震（最大震度５弱）が発生した。 

ｈ）１月 26 日に宮城県沖で M5.2 の地震（最大震度４）が発生した。 

ｉ）１月 28 日に岩手県沖で M5.7 の地震（最大震度４）が発生した。 

ｅ
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ｉ

ｆ
ｇ

［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 



 

 

平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の余震活動  

 

 

 

 

2011 年３月 11 日 14 時 46 分に「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」（M9.0、最大震度７）

が発生した。この地震の発生後、震源域に相当する長さ約 500km、幅約 200km の範囲及び海溝軸の東側

を含む震源域の外側（領域ａ）で地震活動が活発になった。2012 年１月末現在、地震活動は全体的には

次第に低下しているものの、本震発生前と比べると活発な状況が続いている。 

 

 

領域ａで 2011 年３月以降に発生した M7.0 以上の地震、2012 年１月に発生した M5.5 以上の地震はそ

れぞれ以下の通り。 

 
震央地名 M Mw 最大震度 発震機構（CMT解） 発生場所

03月09日 11時45分 三陸沖 7.3 7.3 ５弱 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレートと陸のプレートの境界

03月11日 14時46分 三陸沖
※１

9.0
※２ 9.0 ７ 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレートと陸のプレートの境界

03月11日 15時08分 岩手県沖 7.4 7.4 ５弱 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレートと陸のプレートの境界

03月11日 15時15分 茨城県沖 7.6 7.7 ６強 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレートと陸のプレートの境界

03月11日 15時25分 三陸沖 7.5 7.5 ４ 西北西－東南東方向に張力軸を持つ正断層型 太平洋プレート内

04月07日 23時32分 宮城県沖 7.2 7.1 ６強 西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 太平洋プレート内

04月11日 17時16分 福島県浜通り 7.0 6.7 ６弱 東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型 地殻内

07月10日 09時57分 三陸沖 7.3 7.0 ４ 西北西－東南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型 太平洋プレート内

震央地名 M Mw 最大震度 発震機構（CMT解） 発生場所
01月12日 12時20分 福島県沖 5.9 5.6 ４ 北西－南東方向に張力軸を持つ正断層型 陸のプレート内

01月12日 14時37分 宮城県沖 5.5 5.4 ３ 東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型

01月28日 09時22分 岩手県沖 5.7 5.5 ４ 東西方向に圧力軸を持つ型 太平洋プレートと陸のプレートの境界

発生日時

2011年３月以降に領域ａ内で発生したM7.0以上の地震

2012年１月に領域ａ内で発生したM5.5以上の地震

発生日時

※１ 「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」 

※２ この地震の Mは Mw の値で、気象庁マグニチュードは 8.4。
震央分布図 

（2011 年３月１日～2012 年１月 31 日、 
深さ０～90km 、M≧5.0） 

2012 年１月の地震を濃く表示 
領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影）

発震機構は CMT 解 
M7.0以上の地震と2012年１月に発生したM5.5以上
の地震に吹き出しをつけた。 

Ａ

Ｂ

ａＡ 

本
震

Ｂ 

本震 

領域ａ内の地震活動経過図及び回数積算図

４ ５弱 ５強 ６弱 ６強
3月 347 66 3 416 86 15 6 1 108
4月 46 8 2 56 40 7 2 1 50
5月 28 1 29 14 2 16
6月 13 4 17 7 2 9
7月 15 3 1 19 7 1 2
8月 7 4 11 9 2
9月 15 3 18 6 1 1 8

10月 4 4 2 2
11月 3 1 4 1 1 2
12月 3 3 2 2

1月 10 10 5 1 6

計 491 90 6 587 179 31 10 2 2 224

M5.0

～

M5.9

M6.0

～

M6.9

M7.0
以上

計 計
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最大震度

領域ａ内の地震回数

10
11

※ 3月は本震発生後のみの回数（本震を含まない） 気象庁作成 



福島県会津から山形県置賜地方の地震活動  

 

 

 

  

震央分布図 

（1997 年 10月１日～2012 年１月 31日、

深さ０～15km、M≧2.0） 
2011 年３月以降の地震を濃く表示 

発震機構分布図 

（2011 年３月～、圧力軸表示）
（2011 年３月１日～2012 年１月 31 日）

2012 年１月の地震を濃く表示 

  長井盆地 
西縁断層帯 山形県 

 Ｂ

 

 Ａ

 

 

 

 

 

 

福島県 

会津盆地西縁・
東縁断層帯

震央分布図中の細線は地震調査研究推進本部
による主要活断層帯 

ａ

 

 

領域ａ内の  

①時空間分布図（Ａ－Ｂ投影）、②深さの時系列、

③地震活動経過図及び回数積算図、④日別地震回数

福島県会津から山形県置賜地方の境界付近（領域ａ）

の地殻内では、2011 年３月 18 日から M3.0 程度の地震

活動が見られている。 

2012 年１月には、25 日に深さ９km で M3.2 の地震（最

大震度１）が発生するなど、領域ａ内で M2.0 以上の地

震が 95 回発生した。また、震度１以上を観測する地震

が５回発生した（最大震度２：１回、最大震度１：４回）。

 Ｂ 

 
① 

 

 

 
領域ａ内の断面図 

（Ａ－Ｂ投影） 
Ｂ

 Ａ 
Ａ
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この地震活動は領域ａの中央付近から徐々に北東・南

西へ広がり、2011 年８月上旬頃までにほぼ現在の分布

になった。その後は、領域ａの北東部と南西部で主に地

震が発生しているほか、中央付近でも活動が続いてい

る。全体的には 2011 年４月末頃まで非常に活発で、そ

の後はやや低下している。最大の地震は、2011 年５月

７日に発生した M4.6 の地震（最大震度４）である（2012

年１月末現在）。 

発震機構は逆断層型の地震が多く、圧力軸は概ね東西

方向から北西－南東方向を向いている。 

 

 

 

 

 ④ 

 

 
9/25
20 回

12/21 
21 回 

1/26 
21 回 

 

2011 年５月以降の 20 回以上の日には日付と回数を付した。 

気象庁作成 



福島県浜通りから茨城県北部の地震活動 
 

 

 

 

福島県浜通りから茨城県北部にかけての地殻内（領域ｂ）では、「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋

沖地震」の発生後、活発な地震活動が発生した。2012 年１月末現在、活動は全体として低下してきている

ものの、継続している。この地震活動で発生している地震の発震機構は正断層型が多い。張力軸の方向は、

場所によって異なるが、北部では概ね北西－南東方向、南部では概ね東北東－西南西方向を向いている。 

 

領域ｃ内の時空間分布図※※ 
（南北投影） 

 

 

 

震央分布図※ 

（1997 年 10 月１日～2012 年１月 31 日、 

深さ０～100km、M≧3.0） 
東北地方太平洋沖地震以降を濃く表示 

震央分布図※※ 

（2011年３月11日～2012年１月31日、

深さ０～20km、M≧3.0） 
2012 年１月の地震を濃く表示 
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福島県 

茨城県 

Ｂ 

CMT

M6.0 以上の地震と 2012 年１月に発生した M4.0
以上の地震に吹き出しをつけている。 

領域ａ内の断面図※（Ａ－Ｂ投影） 

領域ｃ内の地震の 
発震機構の型 

横ずれ断層型 

張力軸の方位※※ 

（2011年３月 11日～2012年１月 31日、
深さ０～20km、M≧3.0） 

2012 年１月末現在、この活

動で発生した最大の地震は

2011 年４月 11 日に福島県浜

通りの深さ６km で発生した

M7.0 の地震（最大震度６弱）

である。この地震では死者４

人、負傷者 10 人の被害が生じ

た（総務省消防庁による）。 

2012 年１月には、５日 22

時 13 分に福島県中通りの深

さ６km で M4.2 の地震（最大

震度４、東北東－西南西方向

に張力軸を持つ正断層型）が

発生するなど、領域ｂで M3.0

以上の地震が 32 回発生した。

また、最大震度３以上を観測

する地震は６回発生した（最

大震度４：１回、最大震度３：

５回）。 

ｃ

ｃ

Ａ Ｂ

ｂ

領域ｂ内の地震活動経過図※※ 

領域ｂ内の地震活動経過図※※ 

（2011 年３月～） 

領域ｂ内の日別地震回数
及び回数積算図※※

156 150 

 

 

 ※ 2011 年３月 11 日～５月 30 日は未処理の地震がある。

※※ 2011 年３月 11 日、12 日は未処理の地震がある。

 

気象庁作成 逆断層型正断層型 



１月９日 岩手県沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

2012 年１月９日 07 時 13 分に岩手県沖の深さ 48km で M5.1 の地震（最大震度３）が発生した。この地震の

発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生し

た。 

岩手県沖では、平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の発生以降、地震活動が活発化しており、今

回の地震の震源のごく近傍（領域ｂ）では、2011 年３月 11 日以降に M5.0 以上の地震が今回の地震も含めて

８回発生している。 

1950 年１月以降の活動を見ると、今回の地震の震央付近（領域ｃ）では M5.0 に近い規模の地震が数年程

度の間隔で繰り返し発生していることが知られている。 

 

 

震央分布図※ 

（1997 年 10 月１日～2012 年１月 31 日、深さ０～100km、M≧3.0）

東北地方太平洋沖地震以降を濃く表示 領域ａ内の断面図※（Ａ－Ｂ投影） 
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今回の地震

領域ｂ内の地震活動経過図※ 

※ 2011 年３月 11日～５月 30日は未処理のデータがある。
※※ 2011 年３月 11、12 日は未処理のデータがある。 

Ａ 
Ｂ

ａ

CMT CMT

CMT

CMT 
（2011 年１月～） 

今回の地震

今回の地震

震央分布図※※ 

ｂ

（1950 年１月１日～2012 年１月 31 日、

深さ０～100km、M≧4.0） 

ｃ

領域ｃ内の地震活動経過図※※ 

気象庁作成 



１月 12 日 宮城県沖の地震  

 

 

 

 

 

 

 

 

2012 年１月 12 日 14 時 37 分に宮城県沖で M5.5 の地震（最大震度３）が発生した。この地震の発震

機構（CMT 解）は東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型である。 

2011 年３月 11 日の「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」発生以降、岩手県沖から茨城県

沖にかけてを中心とした広い範囲で地震活動が活発化したが、本震の震央の北側（領域ｂ、今回の地

震が発生）や南側（領域ｃ）など、その中にあって余震活動が低調な領域も見られる。本震のすべり

分布と比較すると、領域ｂや領域ｃは比較的すべり量の大きい領域にあたる。 

今回の地震が発生した領域ｂでの 1997 年 10 月以降の活動を見ると、この領域では M6.0 前後の地震

を最大とするまとまった地震活動が時々発生していた。また、2011 年３月９日の M7.3 の地震(最大震

度５弱)や、その翌日の M6.8 の地震（最大震度４）もこの領域で発生した。 

 

 東北地方太平洋沖地震のすべり分布 

と震央分布図※ 

（1997年 10月１日～2012年１月30日、 

深さ０～90km、M≧4.0） 
東北地方太平洋沖地震以降を濃く表示 

 領域ａ内の拡大図※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ

領域ｂ内の地震活動経過図※ 

※ 2011 年３月 11、12 日は未処理のデータがある。 

（2011 年１月１日～） 

今回の地震

ｃ

平成23年（2011 年）
東北地方太平洋沖地震

発震機構は CMT 解

ａ

等すべり量のコンターは４m間隔（４～36 m）

領域ａ内の地震活動経過図※ 
領域ｃ内の地震活動経過図※ 

（2011 年１月１日～） （2011 年１月１日～） 

気象庁作成 



１月 12 日 福島県沖の地震 
 2012 年１月 12 日 12 時 20 分に福島県沖の深さ 33km で

M5.9 の地震（最大震度４）が発生した。この地震の発震機

構は西北西－東南東方向に張力軸を持つ正断層型で、陸の

プレート内で発生した。 

この付近では 28 日に M4.7 の地震（最大震度４）も発生

している。28 日の地震の発震機構（CMT 解）は東西方向に

張力軸を持つ正断層型である。 

 

 （1997 年 10 月１日～2012 年１月 31 日、 

 東北地方太平洋沖地震以降を濃く表示 

震央分布図※ 

深さ０～120km、M≧3.0） 

 

 

 領域ａ～ｆの断面図※（各領域の長辺に投影） 

陸側 海側 陸側 海側 
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※ 2011 年３月 11 日～５月 30 日は未処理のデータがある。 

ｆ

ｅ

ｄ

ｃ

ｂ

ｆｅ

ｄｃ

ｂａ

ａ

平成20年（2008 年）
岩手・宮城内陸地震 

平成 20 年（2008 年）
岩手・宮城内陸地震 

今回の地震

今回の地震

ＢＡ

Ｂ

Ａ 

各断面図上部の太線は陸地のおよその範囲を示す。 

領域ｇの断面図※（Ａ－Ｂ投影）

領域ｈ内の地震活動経過図※ 

ｈ

（2011 年３月～） 

1997 年 10 月以降の岩手県から茨城県

にかけての太平洋側の活動を見ると、今

回の地震が発生したような海域の陸の

プレート内では、あまり規模は大きくな

いものの、もともと地震が発生してい

た。 

今回の地震が発生した福島県沖から

茨城県沖にかけて（領域ｈ）では、2011

年３月 11 日の「平成 23 年（2011 年）東

北地方太平洋沖地震」の発生以降、地震

活動が活発化している。この付近では、

より浅い福島県浜通りから茨城県北部

でも地震活動が活発化している。 

（～2011 年２月）

気象庁作成 



１月 23 日 福島県沖の地震  

 

 

 

 

 

 

2012 年１月 23 日 20 時 45 分に福島県沖の深さ 52km で M5.1 の地震（最大震度５弱）が発生した。こ

の地震の発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレートの

境界で発生した。 

今回の地震の震源近傍では、翌 24 日 17 時 07 分に M4.0 の地震（最大震度３）、26 日 21 時 22 分に M4.2

の地震（最大震度２）が発生した。 

 

 

 

震央分布図※ 

（1997 年 10 月１日～2012 年１月 31 日、深さ０～120km、M≧3.0）

東北地方太平洋沖地震以降を濃く表示 

 

 
今回の地震

 領域ａ内の断面図※（Ａ－Ｂ投影）
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 今回の地震

 

 

 

 領域ｂ内の地震活動経過図※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1997 年 10 月以降の M3.0 以上の活動を見ると、今回の地

震の震源付近（領域ｂ）では、2011 年３月 11 日の「平成

23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」発生以降、地震活

動が活発化し、2011 年８月 12 日には M6.1 の地震（最大震

度５弱）が発生した。また、少し深いところでは、2011 年

７月 31 日に M6.5 の地震（最大震度５強）も発生している。

７月 31 日の地震は太平洋プレート内部で発生した地震で

ある。 

2011 年３月 11 日以降、福島県沖から茨城県沖にかけて

の領域では、今回の地震が発生したような太平洋プレート

と陸のプレートの境界及びその付近だけでなく、陸のプレ

ート内でも地震活動が活発化した。また、より浅い福島県

浜通りから茨城県北部にかけての地殻内でも、2011 年４月

11 日に M7.0 の地震（最大震度６弱）が発生するなど、活

発な地震活動が見られている。 

※ 2011 年３月 11日～５月 30日は未処理のデータがある。

（2011 年１月１日～） 

気象庁作成 



１月 26 日 宮城県沖の地震  

 

 

 

 

震央分布図※※ 

（1997 年 10 月１日～2012 年１月 31 日、深さ０～100km、M≧3.0）

2012 年１月の地震を濃く表示 

 

 

 

 
平成 20 年（2008 年）
岩手・宮城内陸地震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の地震 

領域ｂ内の地震活動経過図※及び回数積算図※

※  2011 年３月 11、12 日は未処理のデータがある。 
※※ 2011 年３月 11 日～５月 30 日は未処理のデータがある。

ａ

領域ａ内の断面図※※（東西投影） 

西 東

平成 23 年（2011 年）
東北地方太平洋沖

地震 

（2011 年１月～） 

CMT
CMT

ｂ今回の地震 

2012 年１月 26 日 05 時 42 分に宮城県沖

の深さ 51km で M5.2 の地震（最大震度４）

が発生した。この地震の発震機構は西北西

－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であ

る。この地震は太平洋プレートと陸のプレ

ートの境界付近で発生した。 

今回の地震の震源付近（領域ｂ）では、

2011 年３月 11 日の「平成 23 年（2011 年）

東北地方太平洋沖地震」発生以降、地震活

動が活発化した。 

今回の地震の震央付近では、2011 年４月

７日に M7.2 の地震（最大震度６強）が発生

している。この M7.2 の地震は太平洋プレー

ト内部で発生した地震で、この地震の震源

から陸のプレートとの境界の方へ延びる余

震分布が見られる。 



１月 28 日 岩手県沖の地震 
 

 

 

震央分布図※ 

（1997 年 10 月１日～2012 年１月 31 日、深さ０～100km、M≧3.0）
東北地方太平洋沖地震以降を濃く表示 

2012 年１月 28 日 09 時 22 分に岩手県沖の

深さ 36km で M5.7 の地震（最大震度４）が発

生した。この地震の発震機構は西北西－東南

東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プ

レートと陸のプレートの境界で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の

地震の震源付近（領域ｂ）では、もともと数

年おきに M5.0 程度の地震が発生していたが、

2011 年３月 11 日の「平成 23 年（2011 年）東

北地方太平洋沖地震」発生以降、この領域で

も地震活動が活発化し、2011 年３月 17 日の

M5.9 の地震（最大震度４）など、M5.0 を超え

る地震が今回の地震も含めて４回発生してい

る。 
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今回の地震 

領域ｂ内の地震活動経過図※ 

※ 2011 年３月 11日～５月 30日は未処理のデータがある。

領域ａ内の断面図※（東西投影） 

西 東 

「平成６年（1994 年）
三陸はるか沖地震」

ｂ

今回の地震 

CMT 

1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央付近（領域ｃ）では、1995 年１月７

日に「平成６年（1994 年）三陸はるか沖地震」

の最大余震（M7.2、最大震度５）が発生して

いる。また、それ以前にも M6.0 を超える地震

が発生している。 

震央分布図 

CMT 

CMT 

CMT 

（2011 年１月１日～） 

（1923 年８月１日～2012 年１月 31 日、深さ０～100km、M≧5.5）
東北地方太平洋沖地震以降を濃く表示 

「平成６年（1994 年）

「1968 年十勝沖地震」

三陸はるか沖地震」 

ｃの最大余震 

領域ｃ内の地震活動経過図 

今回の地震 

気象庁作成 




